
医学部予備校ACE Academy 確認テスト 
テスト４：数2B 基礎問題精講（演習）② 
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底 =0.1 (<1) だから

(x-1)2>7-x 
(x-1)2+(x-1)-6>O 

E 二三 (x-1+3)(x-1-2)>0 
(x+2)(x-3)>0 

‘(x-l)2 を展開して
もかまわない

x < - 2， 3 < x  
①とあわせて，3 < x < 7  

(3)  log3x=t とおくと，
t2- 3 t + 2 <0  t - 二主 (t-1)(t-2)<0 

1< t < 2  
よって，
1  < log3x<2 +=二三 log33  <  log3 x  <  log3 32  ‘1=log33  底 = 3 (>1) だから，
3< x < 32  

すなわち，3 < x < 9  
園 (3)は真数条件を考えても同じ結果です.

4 これは真数条件をみ
たしている

¥L一一-

" D ポイント :  _  r  X l  <  X 2  (1 <α) 
:  logaxl < logax2 1  

lXl > X 2  (0<α<1) 

国 (1)において，x+(x-1)副としてはいけません. 一般に，
log a A  +  loga B壬lo g a C (a>l) は A + B孟C ではありません.
また， (2)において，(x-1)2<7-x としてはいけません.
とにかく ，log a A壬log a B の形にしてαが 1 より大きいか小さいかに注意
するというスタイルを守る，ことです.

(1)  12(log2JX)2ー 71og4 x-10> O をみたす最小の自然数Z を求めよ.
(2) 不等式 1<  2-210gfX <  16 を解け.

第 4 章三角関数

3倍角の公式

sinD= ( 0 <θ<  ; ) のとき， sin政 cos3θの値を求めよ

sin38=sin (8 + 2 8) と考えて， 加法定理(ゅ図 )と 2倍角の公式
(ゆ図 ) を用いて計算すると， sin38=3sin8-4sin38 が導けます.
これを r 3倍角の公式」といいます.
同様に考えると， cos38=4cos3  8 - 3  cos8 も導けます.
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<4 sin (0 + 2 0)  =si n  Ocos 20+cos Osin 20 
より導ける

よって， cos3θ=4cos3D-3cosD 
， 8  2 1 2  101 2  =Ll .一 一 一屯一 = -- - -.  9  3 υ 3  27 

‘cos(0+28)= ー

より導ける

止」
( 3倍角の公式〉
.  sin3θ=3sin θ-4sin3θ 
.  cos3θ=4cos3D-3cos D  

圏 三角関数の分野は，公式の数が多いことが特徴です. こういうときは，
公式をどんどん使うことによって， 頭にしみ込ませていく のがよい覚え方で
す. そして，「もしも」に備えて，いつでも導けるようにしておくと万全です.

叫 = 一2 < θ< π) のとき， sin3D，ωθの値を>Rめよ
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2つの共通解 x =  :t 2i をもち，不適.
(u) α= 1 のとき

‘ただ 1 つの共通解と
問題文に書いてある

①' に代入して，
l - a + 2 a + 4 = 0  

a = - 5  
このとき， ①は (x+6)(x-1)=O
よって，他の解は x = - 6
②は (x-9)(x-1)=0
よって，他の解は x = 9

(i)， (u)より， α= - 5，①の他の解は - 6，②の他の解は 9
図 解答 に示しであるように， ra=O またほ α=lJ から，即座に，
「α=lJ と決めつけずに，a = O のときも調べなければなりません.

¥ 1  

、四 ポイント 共通解を求める問題は
1 . 因数分解できれば直接求める
ll . 因数分解できなければ，共通解をαとおき，
αの次数の一番高いところを消去する

国 ポイント E の 「次数の最大の項の消去」でなく「定数項の消去」も解決の
1つの手段として存在します. 本間では定数項を消去できませんが，
演習問題 29 では，定数項を消去することができます.

2 つの 2 次方程式
x 2- 2 a x + 6α= 0 … -・① と x 2-2(a一1)x+3α= 0 ・… -②

が， 0でない共通解をもっαの値と，その共通解， ①，②の他の解
を求めよ.
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図iを含んだ方程式 (11)

z の 2次方程式
x 2+ (α+  i)x-(4+αi)=O 

が実数解をもつような実数αの値とそのときの実数解z を求めよ.

2次方程式が実数解をもつから，「判別式孟O!! J とやってはいけま
せん. 判別式は， 2次方程式の各係数がすべて実数のときにしか使
うことはできないのです.

だから，この問題では固 と同じ要領で考えていかなければなりません.

x 2+ (α+i)x-(4+αi)=O 
戸コ (x2+ αx-4)+(x一α)i=O
x， a は実数だからld+G-。-…① 

...・・・②
②を①に代入して，2a2- 4 = O  

α= I.f2 
このとき，x =αだから
α= 1 2 のとき， 実数解は x = .f2V= 山とき 実数解は x = -.f2

ポイント j虚数係数a

4 虚数係数に注意
4α+biの形

α+ b i = O  (α， b: 実数) の形に変形して，
α= b = O を利用する

z に関する 2 次方程式 x 2-(3α-i)x+α(1-2i)=O が実数解を
もつような正の実数G の値を求めよ.

次に (X+ y)kを展開したときの一般項は kC iXiyk-i
したがって (X+y+2Z)6を展開したときの一般項は
6C k  kC Xiyk-i(2z )6-k 

11 

=  26-k.  6C kkC i  X iyk-i Z6-k ‘定数の部分と文字式
し一 一一一一」し一一 一」

よって，X 3y2Z の係数は k = 5，i= 3 のときで

= 2・6・10= 120

V ポイント (α+b)n 

の部分に分ける

!  =nCdn+nCIGn-lb+・・・ + n C kan-kbk+ ・ー+ n C n bn

(別解)

(3)は次の定理を使ってもできます.
多項定理
( a + b + c )nを展開したときの G句qcr の係数は

「斗τ (ρ+ q +γ= n)t!q! r !  

(X+y+2Z)6を展開したときの一般項は
民1 γ γ6!
v :  • Xγ(2zY=一一一汁x tyqzrt!q!r!- J  ，--， t!q!r! 

ρ= 3， q = 2， r = 1 のときだから求める係数は
明・自1一一ームー=1203! 2! 1! 

(ρ + q + r= 6) 

園 1. 多項定理を使うと，数学A で学んだ整数の知識が必要になることがあ
ります.
国 2 . (l)(u)のように x，y に係数がついていると，パスカルの三角形は使いに
くくなります.

(1)  (3x-2y)6 における X 3y3の係数を求めよ.
(2)  nCo- nC 1+ n C2- n C3+ …+(_l)nnCπ=0 
を証明せよ.
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αn = t G J l (住 2)

よって， α肘 l =÷αn+l

(別解) ①より，Sn+1=-6+2(η + 1 ) - an+1 …ー②'
②'一① より，
Sn+1-Sn=2-an+1+an (η迄1)

ご い= 2一向 + 1怖 い= 士απ

(3)  an+1= 

また，al- 2= - 4 だから，

a n ー 2=(-4)(ザl

an = 2 - Zム= 2 - E L
¥ 1一一ー

‘a =すα+ 1 の解
α= 2 を利用し

an+l一α=÷(αnー α)
と変形

匂 ポイント
1

iしたいとき，番号をすらしてひけばよい

園 ポイント に書いてあることは， 園田 に書いてある公式を日本語で表した
ものです. このような表現にしたのは，実際の入試問題は回目| の公式の形
で出題されないことがあるからです. (ゆ演習問題 127 (2)) 

(1)  数列 {an} の初項から第η項までの和ふが次の条件をみたす.
SI=1， Sn+I-3Sn= n + 1  (η孟1)

(i)  Sn を求めよ (ii) αn を求めよ.

(2)  a1=1， L; kak= η2αn  (η注 1) をみたす数列 {αn} について，次
の問いに答えよ.
(i)  anをan-1 (nミ2) で表せ (ii) anを求めよ.

I  
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国 等差数列( 1 I )

初項から第 5項までの和がお0，初項から第却項までの和が -50
である等差数列 {αn} について
(  1)  初項α，公差 d を求めよ .
(2)  初項から第η項までの和が最大となるような n を求めよ.

初項α，公差d の等差数列の初項から第η項αn までの和 Sn は次の

式で表せます Sn= 旦 (α+αη)=旦 {2α+ ( n -l)d }2  
また，Sn の最大( あるいは最小) を考えるときは，Snではなく， αn の符号の

変化に着目します.

20 (1) 一 (2a +  4d) =  250，一 (2a +  19d)= -50 より2  
r + 2 d = 5 0 1 4  
2α+ 1 9 d = - 5  ld =ー7

(2)  an=64+(n-1)(-7)=71-7n 
したがって，al - a lO までは正で， α11以後はすべて負.
よって，初項から第 10項までの和が最大.
すなわち，n =10 のとき最大.

' D ポイント j等差数列の和の最大・最小は
i一般項の符号の変化で考える

第 5項が 84，第 20項が一51 の等差数列 {an} について
(1)  初項α，公差d を求めよ.
(2)  初項から第 n項までの和 Sn をn で表せ.
(3) らの最大値とそのときの ηの値を求めよ.

国極限(n)

次の等式が成りたつような定数α，b の値を求めよ.
ド X2+ αx + b- …一 -Zイi x - 2  
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2 a + b + 4  
2 →2 のとき， 一一 o ー となりますが「それでは 6 にならないじ

ゃないか !!J と思うのは早計. たった Iつだけ可能性が残されてい
ます. それは「不定形J (C) 図 ) です. だから 2α+ b + 4 = O となれ

ば， 6になるかもしれないのです. ただし，これは必要条件ですから，あとで吟
味をしなければなりません.

z→ 2 のとき，分母→ 0 だから，極限値が 6 になるためには，少なく

よって， 2α+  b + 4 = O  :.  b =  - 2 a - 4  
このとき，X2+ αx + b = x2+ αx-2(a+2) 

=(x-2)(x+α+2) 
2 2+ a x + b  lim "" '_'"'''''" ， v  l i m ( x+a+2)=a+4=6 

x- 2  x→ 2  

よって，a = 2， b = - 8  
逆に，このとき，

‘分子に x - 2 をつく
りにし、く

x2+ 2 x - 8  _ 1 : _  (x-2)(x+4) m 一一一一一一=lim ¥"" .:"-;;' 7.1  =lim(x+4)=6 となり，適する.;:"2  x - 2  -;→2  x - 2  -;→2  

えポイント !不定形は極限値が存在しないのではなく，かくれてい
iる状態

1 : _ _  X2- ( a + b ) x - 2  z→1 zz十(a一l)x一α -t となるような定数a，bの値を求めよ


